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広 報
，2面…公文書公開 ・個人情報保
護制度のご利用を

・4・5面・・・特集・ごみの分別方
法と出し方を再確認

主な内 容

.編集

「
休
日

に

も

「
住

民

票

の

写

し
」
や

『
印

鑑

登

録

証

明
書

』

を

発

行
し

て
ほ
し
い
:
:
:
」
。
そ
ん
な
要
望
に

こ

た

え

て
、

駅

前

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

で

は

、

昨

年
十

一

月

か
ら

休

日

に
も

窓

口
業

務

を

行

っ

て

い
ま

す
。

場

所

は

、

平

塚

駅

北

口

に

あ

る

M
Nビ
ル
十
階
「
ひ
ら
つ
か
ス
力
イ
プ
ラ
ザ
」

の

一

角

で
す

。
ぜ

ひ

、
お

気

軽

に

ご

利

用

く

だ

さ

い
。
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昨
年
十
一
月
か
ら
、

休
日
に

も
住
民
票
の
写
し
ゃ
印
鑑
登
録

証
明
性
の
発
行
な
ど
の
業
務
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
駅
前
市
民
窓

口
セ
ン
タ
ー
。
「
勤
め
が
あ
っ
て

平
日
に
は
休
め
な
い
」
方
や

「急
に
月
暗
日
の
朝
ま
で
に
住

民
票
が
必
要
に
な
っ
た
」
方
な

ど
、
休
日
で
も
多
い
と
き
に
は

一
日
百
五
十
件
を
超
え
る
利
用

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
駅
ピ

ル

「ラ
ス
カ
」
の

一
階
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

O

A
機
器
の
導
入
な
ど
に
よ
り
手

狭
に
な
っ
た
た
め
、

昭
和
六
十

三
年
に
現
在
の

M
Nピ
ル
十
階

「
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
」
の

一
角
に
移
転
し
ま
し
た

(右
下

地
図
参
照
)
。
平
塚
駅
北
口
や

同
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
は、

地
下
通
路
を
通
っ
て
雨
に
ぬ
れ

ず
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

立
地
条
件
の
良
さ
も
あ
り
、

以
前
か
ら
買
い
物
や
通
勤

・
通

学
の
途
中
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
休
日
の
業
務
を

始
め
て

一
年
が
過
ぎ
、
利
用
も

一
段
と
増
え
て
い
ま
す
。
現
在

市
が
取
り
扱
う
窓
口
証
明
業
務

の
一
五

・
六
%
を
、
こ
の
駅
前

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

利
用
内
容
別
で
多
い
の
は
、

「
住
民
票
の
写
し
」
と
「
印
鑑

登
録
証
明
智
」
の
発
行
で
、
全

体
の
八
五
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
な
ど
に
併
設
さ

れ
て
い
る
ほ
か
の
市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー

(
会
十
四
か
所

・
い
ず

れ
も
平
日
の
み
取
り
扱
い
)
と

迫
っ
て
、
利
用
さ
れ
る
方
は
市

内
全
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

明I
lL 
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カ
イ
プ
ラ
ザ
も

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
」

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
新
鮮

な
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
和
ら
い
や

憩
い
の
場
と
し
て
、

M
Nピ
ル

の
十
階
・
十

一
階
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

。休み 毎月第3日咽日 と12
月29日-1月 3目
。利用できる時間 午前9時

~午後 5時
。取り扱っているもの

〈土・ 日曜日 と祝日 ・休日〉

住民禦の写し、印鑑登録

証明書、年金現況届証明、

公共施設の利用申し込み、

母子健康手I肢の交付

〈平日〉

上記に加 え、 戸籍謄・抄

本、戸籍の附謀、身分証明

書、課税や納税などの税務

諸証明書

業務案内

駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
十
階
は
「
で
あ
い
の
フ
ロ

ア
」
で
す
。
こ
こ
に
は
、

一
万

冊
以
上
の
図
曹
が
あ
る

「
図
骨

コ
ー
ナ
ー
」
(貸
し
出
し
も
可
)

ゃ
、
そ
の
場
で

C
Dや
ピ
デ
オ

の
鑑
立
が
で
き
る

「リ
ス
ニ
ン

グ
・
ピ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
二

月
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
疑

似
体
験
が
で
き
る

「ひ
ら
つ
か

メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も

新
設
さ
れ
ま
す

(詳
細
は
十
二

月

一
日
号
で
紹
介
し
ま
す
)。

ま
た
、
同
じ
階
に
F
M湘
南

ナ
パ
サ
の
ス
タ
ジ
オ
も
あ
り
、

時
間
に
よ
っ
て
は
ガ
ラ
ス
越
し

に
放
送
風
景
を
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

十

一
階
の

「
交
流
の
フ
ロ
ア
」

に
は
、
会
議
室
や
産
業
情
報
交

流
ル
1
ム
、
女
性
団
体
交
流
ル

ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

待
ち
合
わ
せ
や
語
ら
い
の
場

と
し
て
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

東盛田工立健団地の工事用フェンスに絵画

を展示した段四小学校のみなさんにお話"を

伺いました。取材は境雅子さん(商政回)

来
立
田
工
柴
団
地
の
工
事
用

フ
ェ
ン
ス

(車
検
場
東
側
の
県

道
沿
い
)
に
、
些
田
小
学
校
の

会
児
童
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

十

一
枚
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
夢
の
あ
る
ア
イ
デ

ア
は
、
殺
風
景
な
フ
ェ
ン
ス
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
、
住
民
と

の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
考
え
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

絵
の
制
作
を
始
め
た
の
は
、

二
学
期
に
入
っ
て
か
ら
で
、
運

動
会
の
練
習
と
並
行
し
て
行
う

ハ
lド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。

し
か
し
、
発
想
の
並
か
さ
と
カ

ラ
フ
ル
な
色
使
い
は
、
子
供
た

ち
な
ら
で
は
の
も
の
。
学
年
や

ク
ラ
ス
ご
と
に
制
作
さ
れ
た

一

枚

一
枚
の
絵
が
そ
れ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

縦

一
・
八

M
、
横
ニ
・
四
討

の
絵
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

決
し
て
小
さ
く
な
い
は
ず
。
で

も
、
飾
っ
て
み
る
と
意
外
に
小

さ
く
見
え
る
の
で
す
。
初
め
て

の
経
験
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
気

• • •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

各学年の代表の
みなさん(上)と取

り付けられた絵 (左)

な
先
生
た
ち
を
よ
そ
に
「
も
っ

と
大
き
く
て
も
が
ん
ば
っ
て
描

け
た
よ
」
と
屈
託
が
あ
り
ま
せ

ん
。
板
の
上
に
釆
っ
て
描
い
て

い
て
、
そ
の
板
が
割
れ
そ
う
に

な
り
、
心
配
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
楽

し
く
気
持
ち
良
く
描
け
た
と
い

い
ま
す
。
完
成
さ
せ
た
喜
び
に

子
供
た
ち
の
顔
は
自
信
に
満
ち

あ
ふ
れ
で
い
る
よ
う
に
さ
え
見

え
ま
し
た
。

「み
ん
な
に
見
て
も
ら
い
た

い
」
「
上
手
に
描
け
た
ね
と
言

っ
て
も
ら
い
た
い
」。

そ
し
て
、

「自
分
で
も
ゆ
っ
く
り
凡
て
み
た

い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

込
め
て
描
き
あ
げ
ら
れ
た
十

一

枚
の
絵
は
、
子
供
た
ち
を

一
回

り
も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

十
月
七
日
の
全
校
集
会
で
、

こ
の
絵
の
鑑
賞
会
と
記
念
搬
影

が
行
わ
れ
、
十
月
十
問
円
に
現

場
へ
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
十
二
月
ま
で
の
予

定
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

一
度
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

• •• • • • • • • • • • • • • • • • •• • •• 
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軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
情
報
管
理
課

(内
線

6
6
5
)

へ。-公
文
書
公
開
制

度
こ
の
制
度
は
、

市
が
保
有
す
る
情

報
(
公
文
牲
)
を

市
民
の
み
な
さ
ん

が
知
り
た
い
と
き

に
知
る
こ
と
が
で

H
M
U-
-』

き
る
よ
う
、
平
成

珊
週
周

忌

五

年

七

月

に

ス

タ

市
で
は
、
よ
り
聞
か
れ
た
市

I
ト
し
ま
し
た
。

政
と
、
例
人
情
報
の
保
護
を
同
昨
年
度

一
年
間
に
、
こ
の
制

指
し
て
、
公
文
替
公
開
制
度
と
度
を
利
用
し
た
人
は
前
年
比
七

個
人
情
報
保
護
制
度
を
設
け
て
人
増
の
七
百
九
十
三
人
。
利
用

い

ま

す

。

形

態

別

で

は

、

公

文

作

の

公

開

両
制
度
の
ご
案
内
や
相
談

・

請
求
が
四
十
八
件
、
行
政
資
料

請
求
の
受
け
付
け
は
、
市
役
所
や
刊
行
物
の
閲
覧
な
ど
情
報
の

三
階
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
提
供
が
七
百
四
十
七
件
と
な
っ

行
っ
て
い
ま
す
。
市
が
発
行
し
て
い
ま
す
。

た
刊
行
物
や
資
料
な
ど
の
展
示
公
文
牲
の
公
開
前
求
の
処
理

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
状
況
は
、
公
開
が
十
七
件
、

一

市役所3階の市政情報コーナー

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
空
き

家
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を

六
月
、
九
月
、
十
二
月
の
年
三

回
非
集
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
の
申
し
込
み
は
、

十

二
月
九
日
(
月
)
、
十
日
(火
)、

十

一
日
(
水
)
の
三
日
間
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
市

役
所
B
会
蛾
箆
で
受
け
付
け
ま

す
。
申
し
込
み
は

一
世
帯
に
つ

き

一
住
宅
に
限
り
、
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

マ
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り
引
き
続
き
1
年

以
上
経
過
し
て
い
る

②
夫
婦
(
婚
約
者
を
含
む
)
ま

た
は
親
子
を
主
体
と
し
た
家
族

で
あ
る

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る

④
収
入
が
挙
準
内
で
あ
る

⑤
市
民
税
等
の
滞
納
が
な
い

募
集
住
宅
の
間
取
り
な
ど
に

つ
い
て
は
、
市
役
所

一
階
受
付

部
公
開
二
十
三
件、

非
公
開
三

件
、
取
り
下
げ
な
ど
が
五
件
で、

一
部
公
開
を
含
め
た
公
開
率
は

九
三
・
O
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

.
個
人
情
報
保
護
制
度

昨
年
七
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

個
人
情
報
保
護
制
度
。
こ
の
制

度
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自

分
に
関
す
る
情
報
が
ど
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
、

間
違
っ
て
い
る

場
合
に
は
訂
正
や
削
除
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
障
す

る
制
度
で
す
。
ま
た
、
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
原

則
も
定
め
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
三
月
末
の
登
録
事

務
は
三
百
八
十
三
件
。
昨
年
度

は
開
示
前
求
が

一
件
あ
り
、
前

求
ど
お
り
開
示
さ
れ
ま
し
た。

ま
た
、
実
施
機
関
(
市
長
や

教
育
委
員
会
な
ど
)
が
行
う
試

験
の
中
で
、
あ
ら
か
じ
め
告
示

さ
れ
た
も
の
は
口
顕
で
の
間
求

に
よ
り
結
来
が
因
不
さ
れ
ま
す
。

阪
神
・
淡
断
大
震
災
で
は
、

古
い
木
造
住
宅
の
倒
壊
に
よ
り

多
く
の
方
#
が
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。
平
塚
市
で
も
、
神
奈
川

県
西
部
地
震
や
東
海
地
震
が
発

生
し
た
場
合
の
被
符
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で

は
木
造
建
築
物
の
耐
震
診
断
費

用
の
補
助
制
度
を
、

八
月
か
ら

始
め
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
は
耐
民
診
断
費
用

三
万
円
の
う
ち
の
二
万
円
で
、

窓
口

・
四
階
建
築
謀
、
駅
前
市

民
窓
口
セ
ン
タ
ー

(
M
Nピ
ル

十
階
)
、
お
よ
び
各
公
民
館
で

お
配
り
し
て
い
る
「
募
集
の
し

お
り
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課

住
宅
係

(内
線
4
6
4
)

へ0

.
十
二
月
の
入
居
者
募
集
住
宅

。
岡
崎
住
宅

1
種
2
戸

。
龍
域
ケ
丘
住
宅

1
種
1
戸

。
束
中
原
住
宅

1
純
1
戸、

2
組
1
戸

。
中
原
下
宿
住
宅

1
租
1
戸

。
虹
ケ
浜
東
住
宅

1
種
1
戸

(
以
上
5
団
地
7一戸
)

補
助
対
象
棟
数
は
百
棟
で
す
。

診
断
は
市
に
役
録
さ
れ
た
診
断

技
師
に
よ
り
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

昨
年
度
は
職
員
採
用
試
験
な
ど

で
三
十
咽一
件
の
前
求
が
あ
り
、

試
験
結
果
の
う
ち
順
位
が
本
人

に
開
示
さ
れ
ま
し
た
。

av情
報
の
提
供

市
役
所
三
階
の
市
政
情
報
コ
.

l
ナ
ー
で
は
、
行
政
資
料
や
刊

行
物
な
ど
が
自
由
に
閲
覧
で
き

る
よ
う
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は

「行
政
概
産

や

「総
合
計
画
」
な
ど

一
般
行

政
に
関
す
る
も
の
、
予
算
書
や

決
算
容
な
ど
財
政
に
関
す
る
も

の
、
人
口
な
ど
統
計
に
閲
す
る

も
の
な
ど
の
情
報
が
多
く
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

地
震
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
あ
な

た
の
住
宅
の
耐
混
診
断
を
お
受

け
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
①
市
民
が
所
有
し
居

住
す
る
も
の
、
②
昭
和
田
年
5

月
白
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も

の、

③
2
附
迎
て
以
下
の
木
造

一
戸
建
て
住
宅

・
庖
舗
兼
用
住

宅

・
二
世
帯
住
宅
な
ど
。
た
だ

能者め表種多
平
成
八
年
度

技
能
者
表
彰
式

が
、
十

一
月
七

日
、
勤
労
会
館

で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰

は、

一
つ
の
職
種
に
長
く
従
事

し
、
技
能
の
錬
磨
や
後
進
の
育

成
に
努
め
、
そ
の
職
種
の
向
上

発
展
に
功
献
の
あ
っ
た
万
を
衣

彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(敬
称
略

・
順
不
問
)

表彰される受賞者のみなさん

A-技能功
労
者

・
広
侍
美
術
士

行
部
正
樹

・
建
具
職

中
川
部
彦

・
大
工
職
井
上
晃
昭
、
相
原

恒
三
、
+
れ
律
政
由
、
佐
藤
貞
夫
、

熊
津
敏
也
、

加
崎
勝
裕
泰
、
八
回

丈
夫
、
佐
々
木
正

一
、
石
田
安

良
、
坂
本
芳
増
、
富
田
宮
男

・
瓦
屋
根
ふ
き
職
泉
栄

一

・
左
官
職

加
藤
明

・
と
ぴ
職

松
本
雅
古

・
配
管
工

大
竹
鼻
、
高
橋
義

正・
位
職

石
塚
博

し
、
枠
組
み
壁
工
法

(ツ
1
パ

イ
フ
ォ
ー
な
ど
)
や
プ
レ
ハ
ブ

工
法
の
物
は
除
く

マ
申
し
込
み
方
法
建
築
指
導

課
で
事
前
相
談
を
行
っ
た
後
、

所
定
の
申
抗
野
で
申
し
込
む

マ
用
意
す
る
も
の

①
住
民
票

等
の
居
住
を
証
明
す
る
も
の
、

②
建
築
確
認
通
知
性
、
建
築
目
立

記
事
項
証
明
初
等
の
建
築
年
時

を
証
明
す
る
も
の

マ
問
い
合
わ
せ
先
建
築
指
導

課
(
内
線
6
0
9
)

ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
実
態
調
査

市
で
は
、
地
震
に
よ
り
転
倒

の
恐
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
実
態
調
査
を
、
昨
年
に
引
き

続
き
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
対
象
松
原

・
川
氏
普
・
富
士

見

・
八
幡
小
学
校
、
お
よ
び
江

陽
・
春
日
野

・
神
明
中
学
校
の

掛
問
器
開
、
樋
渡

-
塗
装
工

武
百
・
理
容
師
貝
的
政
男

・
調
理
師
中
村
浩一
一一

・
洋
服
仕
立
て
師

金
子
尚
由

・
タ
イ
ル
工
高
久
武
雄

・
電
気
工
事
士
背
木
正
昭

・
電
子
修
理
技
術
士
篠
崎
進

・
鮮
魚
調
理
師
柳
田
新

一

・
自
動
車
整
備
士
赤
岡
弘
行
十

・
飲
食
業
円
路
義
雄

-
優
秀
技
能
者

・
造
園
師
須
藤
茂

・
板
金
工

原
島
勉

・
建

具

職

飯
山
幸
則

・
印
刷
工
原
加

・
製
薬
衛
生
師
高
橋
隆
次
、

松
尾
義
信
、
生
方
啓
二

・
豆
腐
製
造
職
稲
田
勝
男

・
大
工
職

和

田
行
男
、
今
井

恒

一
、
杉
山
裕
、
松
木
良
夫
、

後
藤

一
夫

.
瓦
屋
根
ふ
き
職

浅
見
和
吉

通
学
路
沿
い
に
あ
る
向
さ

l
M

以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

マ
調
査
期
間

3
月
下
旬
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ
先
建
築
指
導

課

(内
線
6
1
0
)

中
学
校
入
学
期
保

護
者
講
座
を
開
く

生
涯
学
習
情
動
の

一
部
と
し

て
、
来
年
四
月
に
中
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

保
説
者
を
対
象
に
、
入
学
説
明

会
を
米
ね
た
保
護
者
消
極
を
各

中
学
校
で
開
催
し
ま
す
。

。
中
学
校
・
日
程

マ
大
野
・
大
住

日
月
同
日

マ
金
旭
日
月
四
日

マ
浜
倍
・
金
H
・
旭
院

日
月

辺
日
マ
太
洋
日
月
初
日

マ
神
田
・
横
内
日
月
初
日

マ
山
域
ロ
刀
7
口

。
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課

(内
線
5
2
4
)

入
江
窓
司

坪
井
奨

入
江
良
夫
、
近
藤

-
左
官
職

・
と
ぴ
職

.
配
管
工

勝
茂
-
mU
職

古
田
裕
之

・
挽
装
工

汗
木
博

・
理
容
師
山
田
松
夫
、
岸

一

夫
、
市
川
善
昭

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師

中
究

-
調
理
師
伊
藤
長
司
、
岡
村

舛
、
山
室
官
士
夫
、
伊
一挑
む門司、

石
原
和
久
、
松
尾
節
子

・
洋
裁
師
千
代
延
チ
エ

・
自
転
車
組
み
立
て
整
備
士

土
万
羽
夫
、
細
野
勝
弘

・
電
気
工
事
士
官
胤
敏
男
、

山
田
卓
、
和
田
正
吾
、
服
部
連

・
自
動
車
整
備
士

瞭
田
和
正

・
飲
食
業
背
木
良

一
郎
、
杉

浦
時
彦
、
伍
庭
光

・
鉄
工
職
川
添
前
平
、
柳
川

文
明
・
内
装
職

武
井
慾
雄

臨時看護婦の募集園口調鴎駐車場@さ利屈を
。勤務場所

。勤務日時

午後4時

。募集人数 若干名

。賃金 時給1.150円(ほかに貸与あり)

。資格 昭和31年4月2日以降に生まれた看護婦免

併の取得者

。応募方法 市販の履歴骨に必要事J~Jjlを記入して、

活躍姉免許証の写 しと 一緒に市民病院庶務課

(干254平塚市南原1-19 -1・s32-0015内線

3197)へ12月13口(金)までに提出する(郵送可)

市民病院

月一金 11M口の5日間・ 午前81時30分~

市では、平塚駅西口北側に臨時の駐車場を開設しています。駅周辺の交通渋滞緩和と交通事故防止

のため、短時間でも、この西口臨時駐車場など周辺の駐車場をご利用ください。

.西口臨時駐車場 I I I I I I 

・営業時111] 24時間(元旦 を除く) 1*1 11 11 
・収谷台数 60台 |地'" 11 l下 I I I I I 
・駐卓料金 最初の1時間350円、以後30分ごとに |道L__.J l 

200円加鉾。

※月決め定期券はありません0

0問い合 わせ先
(財)平塚市開発公社s21-5781

23-1 1 1 1・35-11 1 1 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
〒254平塚市浅間町9番1号 (担当課名のご記入を)

-電話
.FAX 
・住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ
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市
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
紹
介

し
、
そ
の
伝
承
・
保
存
を
図
る

た
め
、
今
年
も
民
俗
芸
能
ま
つ

り
が
聞
か
れ
ま
す
。

二
十
周
年
記
念
と
な
る
今
回

は
、
人
形
ゆ
璃
璃
に
関
す
る
記

念
講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
を
。
入
場
無
料
。

マ
日
時

日
月
M
日
(
日
)
正

午
開
場
、
午
後
0
時
却
分
開
演

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ
内
容
(
出
演
問
体
)

〈人
形
浄
灘
署
の
部
〉

・
「
序
=
一
番
受
」
(
高
浜
市

校
文
楽
部
)

広報ひらつか回

美
術
館
で
は
、

開
館
五
周
年

を
記
念
し
て
展
覧
会

「ミ
レ
ー

と
パ
ル
ピ
ゾ
ン
派
の
画
家
た
ち
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
H
フ
ラ
ン
ソ
ワ

・
ミ

レ
l

(
一
八

一
凹
i
七
五
年
)

は、

一
八
四
九
年
に
パ
リ
か
ら

南
東
に
六
十
J
M
ほ
ど
離
れ
た

パ
ル
ピ
ゾ
ン
に
移
り
住
み
ま
し

た
。
彼
は
、
フ
ォ
ン
テ
1
ヌ
プ

ロ
l
の
森
に
隣
接
す
る
こ
の
地

を
気
に
入
り
、
生
涯
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
然
と
人

間
の
持
厳
を
、
飾
ら
な
い
率
直

さ
を
も
っ
て
表
現
し
ま
し
た
。

パ
ル
ピ
ゾ
ン
に
は
、
ミ
レ
l

に
相
前
後
し
て
多
く
の
芸
術
家

が
集
ま
り
、
其
航
中
な
眼
差
し
で

ン

現

ナ

制
f
美

子

侃

l
v
d
'
 

JL
ソ

J

ビ

フ
レ
'sJ'' 

ん
パ

去
」
J

、

…町
民

m
r

レ
己
コ
-
-
''エ
円
、
ン

向
然
を
見
つ
め
、

制
作
に
励
み

ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、

パ
ル
ピ
ゾ
ン
派
の
芸
術
を
ミ
レ

ー
の
パ
ル
ピ
ゾ
ン
在
住
期
に
焦

点
を
当
て
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館

な
ど
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
美
術
館

か
ら
借
用
し
た
油
彩
、
デ
ッ
サ

ン
、
版
画
、

写
真
な
ど
百
四
十

点
あ
ま
り
に
よ
り
一
紹
介
し
ま
す
。

マ
会
期
ロ
月
辺
円

(H
)
ま

で

(月
略
目
休
館
)

マ
開
館
時
間

午
前
9
時
泊
分

1
午
後
4時
日
分

マ
飢
児
科

一
般

一
千
円
、

大
学
生

・
向

校

生

八

π円、

中
学
生

・
小
学
生
六
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
美
術
館

宮

(
お

)
2
1
1
1

神
社
太
技
連
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課

(内
線
5
2
8)

市
民
文
芸
「
冬
の

部
」
作
ロ
聞
を
募
集

教
育
委
日
会
で
は
、
市
民
文

芸
「
冬
の
部
」
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
作
品
は
す
べ
て
来
年
三

月
に
発
行
さ
れ
る
冊
子
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。
特
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

マ
部
門
お
よ
び
題

・
俳
句

「
サ
ッ
カ
ー
」
「
符

月
」
、
通
じ
て
3
句
ま
で

・
短
歌
「
冬
の
雑
詠
・
そ
の

他
」、
2
首
ま
で

・
川
柳

「動
く
」
、
表
現
自

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
感
性
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
絵
聞
や

椋
詔
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

主
な
入
口
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(

敬
称
略
)

環
境
ポ
ス
タ
ー
-

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
プ
レ

サ
イ
ク
ル
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
や
地
球
環
境
な
ど
に
つ

い
て

の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う

と
、
環
境
ポ
ス
タ
ー
・
椋
間
コ

由
3
句
ま
で

・
詩
「
現
代
詩
」
、
題
は
自

由
、
八
百
字
程
度
1
編
ま
で

マ
応
非
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勘
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

マ
応
募
要
領

①
未
発
表
の
本

人
の
作
品
で
あ
る
こ
と
、
②
部

門
ご
と
に
別
の
は
が
き

(蒋
は

原
稿
用
紙
)
を
使
う
こ
と
、

③

か
い
在
で
明
確
に
暫
く
こ
と
、

@
部
門、

住
所
、
氏
名
、
電
話

苔
サ
は
は
が
き
の
表
(
時
は
別

紙
)
に
杵
く
こ
と
、

⑤
市
外
に

お
住
ま
い
の
方
は
勤
務
先
(
学

校
)
名
を
普
く
こ
と

マ
締
め
切
り
ロ
月
ロ
日
(消

印
有
効
)

マ
応
非
先
社
会
教
育
課

(一T

加
平
塚
市
型
原
町
2
1
2
・
内

線
6
6
1
)

品

ン
ク
l
ル
を
実

作

施
し
ま
し
た
。

A

aマ
ポ
ス
タ
ー
の

さ

部

応
募
三
百

語

八
十
四
点

駒

マ
金
賞
柳
下

内

明
結
晶
廿
(
山
士

4

凡
小
1
年
)
、

山
崎
葵

(旭
陵
中
2
年
)

-
標
語
の
部

マ
ご
み
部
門
応
募
間
百
九
十

六
点
・
金
立
「
知
恵
し
ぼ
り
水

も
し
ぼ
っ
て
ご
み
減
益
」
鈴

木
股
(
富
士
見
小
4
年
)
、
「
ゴ

ミ
減
ら
し
あ
す
に
わ
た
そ
う

き
れ
い
な
地
球
」
朽
方
堅

一

緑
化
ポ
ス
タ
ー

と
緑
の
標
語
を

宮
川
陽
香
さ
ん
の
作
品

「花
と
い
仰
の
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
参
加
意
識
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
緑
化
ポ
ス
タ

ー
と
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

A'ポ
ス
タ
ー
の
部

応
募
七
百

四
十
五
点

マ
金
武
宮
川
陽
香

(八
幡
小

2
年
)
、
松
下
布
字

(世
間
小

2
年
)
、
阿
部
知
代
(
花
水
小

3
年
)
、
種
目
瑛
(
八
幡
小
4

年
)、
原
田
恵
(
八
幡
小
5
年
)、

円
我
江
戸
紀
(
金
目
小
5
年)、

阿
尻
町
士

(神
田
中
l
年
)、

佐
々
木
允
也
(
旭
陵
中
2
年
)

.
標
語
の
部

応
募
五
百
二
十

六占…

(江
崎
中
3
年
)

マ
環
境
保
全
部
門

三
十
点

・
金
口
「
森
林
の

命
助
け

て
助
け
ら
れ
」
佐
藤
愛

(松

が
丘
小
6
年
)
、
「す
こ
や
か
な

い
制
と
心
が
集
う
街
」
菊
地
英

美
代
(
土
沢
中
3
年
)

マ
プ
レ
サ
イ
ク
ル
部
門
応
募

百
三
十
九
点

・
特
選

「袋
持
ち
飽
持
ち
口

物
プ
レ
サ
イ
ク
ル
」
秋
山
ミ

チ
子

(御
殿
)
、
「
新
聞
紙
生
ま

れ
変
わ
っ
て
ま
た
会
お
う
」
石

塚
梢

(万
田
)、
「ポ
イ
捨
て
を

さ
せ
な
い
一
戸
地
域
の
輪
」

太
田
森
江

(高
村
)

応
必
一
=n

的
ゃ
そ
う
伐
た
ち
で
」
=
‘
塚
学

(金
日
中
3
年
)

観
光
風
景
写
生

コ
ン
ク
ー
ル
は

冬
木
愛
実
さ
ん
の
作
品

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
行

ぶ
な
ど
を
、

子
供
た
ち
の
作
品

を
通
し
て
紹
介
し
て
も
ら
お
う

と
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
観
光
風
封

写
生
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
応
必

一
千
二
宵
一
点
。

マ
優
秀
賞
冬
木
愛
実
(
花
水

小
1
年
)
、
潟
烏
愛
朱

(八
幡

小
5
年
)、

増
田
英
太

(
江
陽

マ
最
優
秀
賞

「
緑

化

の

輪

中

3
年
)

今
日
も
笑
顔
で
街
づ
く
り
」
マ
金
口
笠
井
紘
(
港
小
3

亀
井
地
子

(
一
般

・
代
官
町
)

年

)
、
神
谷
絵
美

(大
磯
小
1

マ

優

秀

賞

「

育

て

よ

う

み

年
)
、
山
口
栄
美
(
な
で
し
こ

ん
な
の
笑
顔
と
大
き
な
緑
」
佐

小
2
年
)
、
小
神
野
友
紀

(真

藤
ひ
と
み

(崇
普
小

5
年
)
、
よ
小
6
年
)、
原
田
め
ぐ
み

(八

「手
を
つ
な
ご
う
総
を
守
る
み
ん
柵
小
5
年
)
、
設
山
長
住

(神

な
の
力
」
高
野
由
紀
チ
(
山
城
凹
小
4
年
)
、
今
村
橋

(旭
陵

中
3
年
)、「
小
さ
な
芥

守

ろ

う

中

1
年
)

霊-・
↑
z--Zag--zz曹
三
-
奪
三
2
・一ZE--=Z2z--a-量一言
・2--一-z--2---
---套
-za=
・・・+az--=
・丞=--zz--z-a-==
・+aa--喜一・

情
報
誌
「
豆
」
の
写
真
を
募
集

女
性
情
報
誌
「
一旦
」
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
編
集
委
員

の
編
集
に
よ
り
、
年
二
回
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
三
月
発

行
予
定
号
の
表
紙
を
飾
る
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に

「
u
と
へ
の

投
稿
も
非
集
し
て
い
ま
す
。コ昆」

へ
の
意
見
や
感
想
、
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
は
が

き
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、

「一旦」

は
各
公
民
館
、

金
融
機
関
な
ど
に
世
い
で
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ

し

マ
写
真
応
募
要
領

・
カ
ラ
i
、
円
思
い
ず
れ
も
可

(印
刷
は
山
県
)

・
横
長
な
ら
ば
サ
イ
ズ
は
向
由

.
応
募
資
格
は
市
内
に
お
住
ま

い
、
ま
た
は
お
勤
め
の
女
性

.
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

マ
応
募
方
法
(
写
只

・
投
杭
共

通
)住
所
、
氏
名
(
ペ
ン
ネ
ー
ム

使
用
の
場
合
は
並
記
す
る
)
、
年

齢
、
屯
話
耳
慣
門
び
を
記
入
し
て
女

性
行
政
捻
進
室
(
〒
加
平
塚
市

宝
町
3
|
1
M
N
ピ
ル
叩
階
-

g
n|
7
5
0
0
)

へ

市議会を傍聴してみませんか
わが家の防災対策を確認(連載)

市議会12月定例会は11月18日から12

月18日まで開会される予定です。

市議会の会議は、原則としてどなた

でも自由に傍聴でき ますので、お気軽

にお出かけください。

傍聴席の入り口は、議事掌北側の2階

にあります。議場へは、入り IIに用意

しである傍聴者名簿に住所、氏名を記

入していただくだけで入場できます。

ただし、傍聴席は76J市ですので、団

体の場合は~JJ- lìíJに議会事務局に述給し

てください。

。担当議会事務局

救出用の資機材を
準備して『おきましょう

(内線369)

阪神 ・淡路大淀災では、倒

壊家屋からの人命救助や家具

などの取り除き作業に、のこ

ぎりやパール、スコ ップやロ

ープなどが大きな威力を発揮

しました。

大地震などの災符に-fjjiiえ、
必1l:になると，思われる救出用
の資機材を、すぐ/JJせる場所
に準備しておきましょう。

。担当 防災課 (内線357)

。清掃し原従量手数料(第8期)
。公共下水道使用料 (第8期)

今
年
は
初
周
年
記
念

民
俗
芸
能
ま
つ
り
聞
く

.
「艶
蒋
女
舞
衣
i
酒
屋
之
監

(湘遼
z
j
t
t

・
「
菅
原
伝
授
手
符
鑑
i
寺
子

局
之
段
」
(前
鳥
山邸)

〈
記
念
講
演
〉

・
演
題
「
生
き
て
い
る
人
形

芝
居
」
・
講
師
相
模
人
形
芝
居
研
究

家
林
長
調
子
さ
ん

〈古
民
謡
〉

・
「麦
打
ち
唄
」
ほ
か
(
コ
ー

ル
・
ベ
ル
)

・
「役
踊
り
唄
」
ほ
か
(
コ
ー

ル
・
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
)

〈太

鼓

〉

・
「大
神
太
鼓
」
(
大
神
寄
木

。固定資産税 (第4期)

0国民健康保険税(第6期)
0国民年金保険料(第8期)

1 1月納期の市税・手数料
12月2日(月)納期最終日
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の
出
し
と
「
出
し
方
」

ご
み
処
理
貿
用
は
「
た
だ
」
で
は
あ
り
せ
ん
。
現
在
私
た
ち
が
一
日
に
措
て
て
い
る
ご
み
は

一
人
当
た
り
約
八
百
七
十
六

4
で
、
そ
の
処
理
員
用
は
、
お
よ
そ
三
十
五
円
に
な
り
ま
す
。
一

年
間
に
換
算
す
る
と
一
人
約
一
万
一
千
百
五
十
二
円
。
市
全
体
で
は
、
お
よ
そ
二
十
八
億
円
も

の
お
盆
、
つ
ま
り
税
金
が
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ご

み
処
理
貿
用
を
増
や
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
「
分
別
や
出
し
方
の
乱
れ
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

広
報
ひ
ら
つ
か
で
は
、
繰
り

返
し

「ご
み
」
を
特
集
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
再
生
品

の
利
用
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
や
、
日
常
生
活
の
様
々
な

場
面
で
ご
み
を
生
み
出
さ
な
い

よ
う
に
考
え
て
行
動
す
る
プ
レ

サ
イ
ク
ル
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら

「ご
み
を
減
ら
す
こ

と
」
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
ご
み
処
理
費
用
は

一
向

に
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
は
、
ご
み
処
理

費
用
を
増
や
す

一
因
と
な
っ
て

い
る

「分
別
の
仕
方
や
出
し
方

の
乱
れ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
す
。誤

解
や
手
披

き
が
一
因
に

み
な
さ
ん
は
、
ご
み
の
分
別

+刀
法
や
出
し
万
を
ち
ゃ
ん
と
知

っ
て
い
ま
す
か
。
「
凶
倒
だ
か

ら
」
と
か
「
自
分

一
人
く
ら
い

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
な
ど
と
、
ご

み
を
出
す
の
に

「手
抜
き
」
を

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昭
和
六
十

一
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
資
源
ご
み
の
分
別
収
集

缶長村尚ごみの賄
、せ1長;:OJ 71< '(1 ~ 
びる L -_.:!:' 'tI1-t 
ん =-~{/ん小ん燃せれ、ご舟
.i: l_ _絶対{:虫ぎないことd
傘 32じ_...._...a皆同議
が;:t --I~貯べ事
カ、

ら

V
違
反
ご
み
に
は
シ
l
ル
を

は
っ
て
収
集
し
ま
せ
ん

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
現
夜
も
金
問
的
に

見
て
高
い
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ち
ゃ
ん
と
分

別
で
き
て
い
な
い
ご
み
、
出
す

日
や
時
間
、
場
所
が
守
ら
れ
て

い
な
い
ご
み
は
、
相
変
わ
ら
ず

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の

•••• 

ほ
と
ん
ど
は
同
じ
場
所
に
繰
り

返
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
人
が
出
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
、

該
当
地
域
に
因
究
を
回
す
、
悪

質
な
ご
み
袋
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー

を
は
り
収
集
し
な
い
、
な
ど
の

対
策
を
と

っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ご
み
の

出
し
方
に
対
す
る

「誤
解
」
や

分
別
す
る
と
き
の

「手
抜
き
」

が
、
ご
み
処
理
の
手
間
を
噌
や

し
、
ご
み
処
理
費
用
制
加
の

一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

• 

資
源
ご
み
の
出
し
方
は

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い

袋
は
持
ち
帰
っ
て

燃
せ
る
ご
み
に

資
源
ご
み
は

「
分
別
」
と

「
出
し
方
」
が
命
で
す
。
資
源

ご
み
が
資
源
と
し
て
生
き
返
る

か
、
た
だ
の
ご
み
に
な
っ
て
し

ま
う
か
は
、
ご
み
を
出
す
と
き

に
決
ま
り
ま
す
。
私
た
ち

一
人

一
人
が
か
け
た
小
さ
な

「手
間
」

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
や
、

ご
み
処
理
費
用
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
時
・

場
所
に
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資

源
ご
み
を
運
ぶ
の
に
使
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
は
、
持
ち
帰
っ

て
燃
せ
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ご
み
を
出
す
日
時
や
分
別
の

仕
方
な
ど
は
、
自
治
会
を
通
し

て
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
配

り
し
て
あ
る

「資
源
再
生
ご
み

の
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や

「年
間
収
集
U
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

「資
源
再
生
ご
み
の

出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や

「年
間
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
希
望
の
方
は
、
環
境
衛
生
業

務
課

8
ni
l
-
-
1内
線

5
3
7)
に
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

燃
せ
る
ご
み
・
燃
せ
な
い
ご
み

燃
せ
る
ご
み
の
中
か
ら

空
き
缶
が

昨
年
の
調
査
で
は
、
燃
せ
る

ご
み
の
三
人

・
九
%
は
、
本
来

資
源
再
生
ご
み
に
山
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
紙
や
布
で
し
た
。

ご
み
を
資
制
と
し
て
生
き
返
ら

せ
る
の
も
、
た
だ
の
ご
み
に
し

て
し
ま
う
の
も
、
出
す
人
し
だ

い
で
す
。
し
っ
か
り
分
別
を
0

.
燃
せ
る
ご
み

・
じ
ゅ
う
た
ん
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、

，J巾2
1

ご
ざ
な
ど
は
、

ω伺
X
印
仰
以

-
金
属
類

・
自
転
車
に
は
必
ず

「資
源
ご

み
」
と
表
示
(は
り
紙
)
を
す
る

-
ス
プ
レ
ー
缶

@
一
茎
に
使
い
切
る

②
火
の
気
の
な
い
安
全
な
場
所

で
穴
を
あ
け
る

①
資
源
ご
み
の
日
に

「か
ん
塑

の
コ
ン
テ
ナ
へ

※
燃
せ
る
ご
み

と

一
緒
に
出
さ

れ
た
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
か
ら
ガ

ス
が
漏
れ
、
収

集
車
か
ら
火
の

出
る
事
政
が
昨

下
に
切
れ
ば
燃
せ
る
ご
み
に
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
よ

り
大
き
い
も
の
は

「臨
時
ご
み
」

(申
し
込
み
は
環
境
衛
生
業
務

課

E
n
i
-
-
1
1内
線
5
3

7
)

へ
A'燃
せ
な
い
ご
み

.
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
ベ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
小

型
電
気
器
具
類
や
傘
な
ど
は
燃

せ
な
い
ご
み
に

A'び
ん
類

・
耐
熱
ガ
ラ
ス
で
で
き
て
い
る

コ
ッ
プ
や
灰
皿
、
電
球
や
蛍
光

灯
、
板
ガ
ラ
ス
な
ど
は
燃
せ
な

い
ご
み
に

年

一
年
間
で
問
件
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
冬
は
鍋
物
な
ど
で
卓

上
コ
ン
ロ
用
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
を
使
、
つ
機
会
も
多
く
な
り
ま

す
。
使
い
終
わ
っ
た
後
は
、
必

ず

「穴
あ
け
」
を

消防車も出動。ごみを

全部出して消火

日8時30分-17時
。結婚相談毎週日曜日10時-15時
(第3日曜日は除く)

。母子相談毎週月~金曜日 9時~

16時
。家庭児童相談

時-16時
。婦人相談 12月12日(木)10時-15時
。高齢者職業相談毎週月~金雌日

9時30分-16時

毎週月~金l曜円 9

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 

-毎週月~金曜日 9時-17時

。電話相談毎週月~土曜日 9時~

17時(第2・第4土曜日を除く)

-毎週月~木曜日 9時30分-16時
(木曜日は12時まで)

もしもし健康相談
(保健センター)

ft34-1221 

毎週金曜日 9時~

毎週金眼目 9時~

-毎週月・木曜日10時-16時

福祉会館

子育て相談室
(須賀保育園2階)

ft21-7639 

。消費生活相談

1611寺

。手話案内相談

12時30分
。一般市民相談

時-16時
毎週月~金曜日 9

ft33-2333 
。専門(法律、金融、住宅、 保健医

療)相談 12月12日(木)13時30分

-15時30分(予約制)

。生活支援相談毎週月~金曜日 8

時30分-17時
。ボランティア相談

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-73 1 1 

毎週月~金曜日 9時。青少年相談

-16時
。悩みごとは「ヤングテレホン」

833-7830 

毎週月~金曜日 9時-18時30分
(土曜日は13時-18時30分)

。人権法律相談・ 行政相談 11月19

日(火)、12月3日(火)13時-16時

。一般法律相談毎週水曜日13時~
16時(予約制)
。萱記 ・供託 ・測量相談 12月13日
(金)、 1月10日(金)13時-16時

。住宅(新・改築)相談 11月19日

(火)、 12月171:1(火)13時-16時
。発明・考案・特許相談 12月9日

(月)、1月6日(月)10時-15時
。労働相談 12月12日(木)、1月9

日(木)13時-16時
。下請け取り引き巡回あっせん相談

11月21日(木)13時30分-16時

。年金 ・社会保険・労災相談 12月

10日(火)10時-15時
。健康相談 11月18日(月)9時30分

-11時30分(予約制)
。建築設計・耐震相談 12月16日

(月)、 1月13日(月)13時-16時

市民相談室
(市役所1階)

ft23-1111内線293

毎週月~金曜
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あなたもごみ分別の達人に

第587号広報ひらつか回

分別の仕方を間追いやすいものを紹介します (4面で取り上げたものを除く)。

新聞、雑誌、ダンボール、牛乳パック、紙箱など

-出してはいけないもの→油のついた紙、ワープロなどの感熱紙、使用済み

古 のティッシュ、紙おむつ(いずれも燃せるごみに)

ーティッシュの箱はビニールを、ラップの箱はカッターをとる

小さいものは紙袋などに入れて出す。名刺以上の大きさならOK
牛乳パック (30枚でトイレットペーパー4~5個に)

紙 -洗って、開いて、乾かして、専用のコンテナに出す

資
-プラスチックのキャ、ソプはタトす。内側にアルミコーティングしてあるもの

は燃せるごみに出す

酒

再
主 空き缶、やかん、なぺ、かま、鉄くすなど

毘 -包丁は紙にくるんで「刃物Jと表示する。かみそりゃ針は缶に入れて中身

生 実買 を表示する

守c 
ぴ
酒や飲料水、調味料のびんなど (往をタトし中を洗ってから出す)

み ん
化粧品の容器など乳白色のぴんはリサイクルされないので燃せないごみ

類
に。ぴんは寝かせてコンテナの赤い線の下まで

-ビールびんなどは購入した庖に返す

布 衣料昂、カーテンなど

-雨の日は出さない。程度の良いものは外国でそのまま使われるので、手を
類 加えずに出す (ボタンなどは取り外さずに)

てんぷら油 ペットボトル等のプラスチックボトルに入れて出す

燃せるごみ 台所ごみ、植木片、板くず、格れ葉、靴、スポンジなど

燃せないごみ
茶わんや皿などの瀬戸物類、宿木鉢、ペットボトルなどのプラスチ

ツク類、電球、蛍光灯、バケツ、洗面器など

一青
少
年
保
護
育
成
条
例
一
一1
1…
れ
野
郎

一改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
一
サ
日
即
日
け
れ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
ふ
じ
み
野
原
与
太
郎
さ
ん
)

有
害
図
書
類
を
収
納
し
た
自
動
販
売
機
も
規
制
の
対
象
に

• 

• 
U
:
日

日
H

の
官
少
年

…
お
答
え

…

L

J

γ

・・:・

・
:…

保
護
育
成
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
、
十

一
月

一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、

①
テ
レ
ホ

ン
ク
ラ
ブ
等
の
営
業
の
規
制

(営
業
所
の
届
け
出
、
禁
止
区

域
の
設
定
、
看
板
等
の
表
示
の

低公害LPG車を
ごみ収集車に試験導入

市
で
は
、
十
月
か
ら
ご
み
収

集
車
に
低
公
害
の

L
P
G
(液

化
石
油
ガ
ス
)
車
を
試
験
的
に

導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
収
集

巾
は
、
従
来
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

に
比
べ
、
大
気
汚
染
の
原
閃
と

な
る

N
O
X
(窒
素
酸
化
物
)

が
五
十
分
の

一
と
少
な
く
、
黒

煙
や
騒
音
、
振
動
も
格
段
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

今
刷
L
P
G卓
に
切
り
梓
え

た
の
は
、
市
が
所
有
す
る
六
十

二
台
の
収
集
点
の
う
ち
、
更
新

時
期
を
迎
え
た

一
台
で
す
。
車

体
に
は
、
市
の
ご
み
滅
北
・
資

源
化
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
あ
る
サ
イ
の

「ク
ル
ク
ル
」

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
収
集
車
は
、
平
塚
駅
周

辺
の
ご
み
収
集
の
ほ
か
、
「
リ
サ

イ
ク
ル
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
"出
動
"
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の

P
R活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

制
限
)
、
②
有
害
図
書
類
、
が

ん
具
類
と
自
動
販
売
機
に
対
す

る
規
制

(有
害
図
枠
類
等
の
青

少
年
へ
の
販
売
の
禁
止
と
向
動

思
議
へ
の
収
納
の
判
定
)、
①

有
害
広
告
文
書
の
制
限

(
有
害

図
暫
類
や
、
が
ん
具
類
の
広
告

の
た
め
の
チ
ラ
シ
の
戸
別
頒
布

前
十
時
三
十
分
か
ら
ト

一
時
三

十
分
ま
で
、
平
塚
駅
北
口
周
辺

で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
す
。

こ
の
条
例
に
か
か
わ
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、

湘
南
地
区

行
政
セ
ン
タ
ー
県
民
部
青
少
年

課

(フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
8
0
1

2
01
4
5
51
1
9
1
)
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

背
少
年
を
有
害
な
環
境
か
ら

守
る
た
め
、
今
後
と
も
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
担
当
背
少
年
相
談
室
包

(担
)
7
3
1
1

・
市
へ
の
ご
立
見
、
ご
提
案
は

お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴
担

当
官
(お
)
1
1
1
1
(内
総
3

5
5)
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
思
春
期
の
親
子
関
係

十
歳
か
ら
十
五
、
六
歳
ま
で
の
時
期
を
思
春

期
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
子
供
た
ち

は
体
の
変
化
を
受
け
と
め
た
り
、
進
路
の
選
択

を
考
え
た
り
と
、
新
し
い
体
験
や
一小
安
な
出
来

事
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
す
。

悩
み
も
増
え
、
気
持
ち
も
不
安
定
に
な
っ
た

り
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
次
第
に
友
達
と
も
、

親
と
も
追
う
自
分
を
自
覚
し
、

「自
分
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
考
え
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、

「円
分

ら
し
さ
」
を
確
か
め
よ
う
と
、
綿
々
な
形
で
自

己
主
張
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
は
大
人
に
な
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な

作
業
で
す
が
、
親
に
と
っ
て
そ
れ
を
受
け
と
め

る
こ
と
は
大
変
し
ん
ど
い
こ
と
で
す
。
子
供
が

急
に
無
口
に
な
っ
て
何
を
考
、
え
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
派
手
な
行
動
や
服
装
を

し
た
り
し
て
、
心
配
の
種
は
っ
き
ま
せ
ん
。
親

チ
の
対
乞
も
起
こ
り
ゃ
す
く
な
り
、
親
子
関
係

に
も
変
化
を
迫
ら
れ
ま
す
。

公
開
講
座
を
聞
く

そ
こ
で
、
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は

家
族
・
思
蒋
期
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
前
幽
さ

れ
て
い
る
高
桑
茂
先
生
を
お
招
き
し
、

「思
悲

期
の
親
子
関
係
」
を
テ
l
マ
に
、
公
開
講
座

(講
誠
会
)
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
自
殺
日
月
お
日
(月
)

マ
時
間

午
後
1
時
初
分
i
4時

マ
会
場
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
通
学
し
て
い
る

幼
児

・
児
虫

・
生
徒
の
保
説
者

マ
定
員
別
人

(申
し
込
み
不
安
)

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

出町普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

子
供
の
成
長
が
心
配
で
す

陽
葺

a咽
aE自
P
H

生
後
三
か
月
の
子
供
が
い

ま
す
。
閉
じ
月
齢
の
子
供
に

比
べ
る
と
体
が
小
さ
い
よ
う

で
す
し
、
首
も
す
わ
っ
て
い

る
の
か
ど
う
か
心
配
で
す
。

ど
こ
か
相
談
で
き
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
か
。

蕊
答
え

市
で
は
、
毎
迎
水
凶
日
の

午
前
九
時
一一一
ト
分
か
ら
十
時

三
十
分

(受
付
)
ま
で
、
保

健
セ
ン
タ
ー
(
平
塚
市
中
里

4
1
1
7

宝

4
il
)
3
l

q
J
1
11
1
A

4
a

q
a

，‘、宅、
-

d

1
)
で
育
児
相
桜
を
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
を
お
受
け
す

る
の
は
、
保
健
婦
、
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
で
す
。
お
子
さ

ん
の
発
育
や
栄
路
公
、
病
気
や

予
防
接
種
、
歯
の
術
生
の
こ

と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

さ
て
、
お
子
さ
ん
の
体
が

小
さ
い
と
の
相
談
で
す
が
、

生
後
三
か
月
に
な
れ
ば
個
人

差
が
出
て
く
る
の
は
当
た
り

前
で
す
。
例
え
ば
、
ミ
ル
ク

を
ゴ
ク
ゴ
ク
と
よ
く
飲
む
子

は
太
っ
て
き
ま
す
し
、
少
し

し
か
飲
ま
な
い
チ
は
そ
ん
な

に
太
り
ま
せ
ん
。
身
長
や
体

重
は
、
母
子
手
帳
の
「
身
体

発
行
曲
線
」
に
沿
っ
て
発
育

し
て
い
れ
ば
心
配
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
首
が
す
わ
る
時
期

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
例
人

差
が
あ
り
ま
す
。
育
児
問
u
な

ど
に
は
生
後
三
、
四
か
月
で

首
が
す
わ
る
と
暫
か
れ
て
い

ま
す
が
、
生
後
三
か
月
で
は

約
五
割
の
赤
ち
ゃ
ん
し
か
首

が
す
わ
っ
て
お
ら
ず
、
残
り

の
五
割
は
も
っ
と
後
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
満
阿
か
月

を
過
ぎ
て
も
首
が
す
わ
ら
な

い
こ
と
は
ま
れ
な
の
で
、
そ

の
場
合
は
医
師
や
保
健
婦
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
供

の
発
育
や
健
康
な
ど
は
、
全

体
の
停
r
す
か
ら
総
合
的
に
判

断
す
る
こ
と
が
必
姿
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、

「育
児
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
健
康
課
宮

(お
)
1
1
1
1

(
内
線
6
6
7)

市民のみ芯さんから市政に対するご意見、ご提案をいた

だくため、フリーダイヤル (送信料市負担)で24時間利用

できるファクスを設置しています。 ぜひ、 ご利用ください。

なでしこファクスをご利用ください
o 12 0 -7 045 8 9 FAX番号

規

制

罰

則

を

強

化

。

市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
を

の
霊
)
、
街
則
の
強
化
、
な

ど
で
す
。

条
例
の
改
正
に
伴
い
、
市
で

は
現
在
、
県
お
よ
び
市
内
の
関

係
団
体
と
連
携
し
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
す
。
そ
の

一
蹴
と
し
て
、

十

一
月
二
十
三
日
(
祝
)
に
は
午
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